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 P-１０月の生活表	
 	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ２０１８年	
 １０月	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 聖マリア幼稚園	
 

月主題：のびやかに	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・保育日数	
 （	
 １４日	
 ）	
 

月目標：・	
 	
 保育者や友達と共に聖歌を歌う。	
 

・	
 全身を使った遊びを楽しむ。	
 

・	
 散歩に出て風や香りを感じて自然にふれる。	
 	
 

	
 

	
 ２学期が始まり１ヶ月が過ぎました。あっという間の日々です。とても暑い日々から、今は、

朝夕寒い時があるくらいの気温の変化が訪れています。秋の気配を間近に感じ、ほんのりと桂

の木の香りも、また木犀の香りも漂い始めています。『	
 ああ、あきだあ	
 』と感じる初香りで

す。子ども達が手にしてくる宝物も次第に変化し始めていますね。お花も木の実も。この年齢

の、この時期に、神様がお造りになったたくさん	
 たくさんの自然と触れ合い、五感を養って

ほしいと思います。そして、「きれいねえ」「かわいいいね」「良い匂いがするね」等々、素直

に心で感じる気持ち、感覚を言葉にして発することができると素晴らしいですね。これから、

風もよく吹くでしょう。爽やかな風、暖かい風、冷たい風、強い風・・。さあ、散歩をしてい

る子ども達の頬を撫でる風はどんな風でしょうか。また、衣食住を通しての五感も大切ですが、

心で感じる五感を大切に、目に見えずとも感じられる「こころ」の綾も小さいながらも感じ取

れるようになってほしいと思います。その感じ方は、まず「嬉しい」感覚からです。「幸せな」

感覚です。「暖かい」感覚です。そしてさらに、運動会で経験した様々な身体の動かし方、お

兄さんお姉さんを見ていて「かっこいい」と思えばしめたもの。どうぞ真似して、挑戦してみ

てください。縦の関係の大切なところです。大きな動作から細微の運動へと、身体が成長して

くると身体の隅々までの感覚が育ち、自分の思うように動かせるようになってくるものです。

「危ないから」と大人は危険を察知するとすぐ止めたくなりますが、大事に至らないように見

守る責任をもちつつも、小さな怪我は自分を守ることを覚えます。自分の身体で防御する術を

学びます。何事も大切な経験に繋がります。大人は大切な事をしっかり見守りたいものです。

９月から新しいお友達を２名迎えました。そして、１０月からさらにもう二人、お友達が増え

ます。新しいお友達を迎える時、新しい出会いが、さらに子ども達の心の成長を促します。	
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 《 チャプレンコーナー 》	
 １０月 

	
 

月聖句：わたしは植え、アポロは水を注いだ。 

	
 	
 	
 	
 しかし、成長させてくださったのは神です。 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （コリントの信徒への手紙㈵	
 ３：６） 

 

	
 主題聖句の中の「わたし」とは、パウロのことです。パウロもアポロも、初代教会の偉大な

指導者でした。コリントという町にある教会は、この二人が苦労して立ち上げたものでした。

この教会ではこの時「パウロ派か、アポロ派か」で、分裂しかかっていました。そこでパウロ

は信徒達に次のような手紙を書きました。 

私もアポロも、教会設立のきっかけは築いたが、本当に信徒達を育て、守って来たのは、神様

なんだよ。そのことをちゃんと理解して、みんな支え合って助け合って信仰生活を送らないと

いけないよ、と。私たちは、自分の担っている仕事や役割が、重ければ重いほど、自分一人で

やっているような気になります。「なぜ自分ばかりが」と思ってしまいます。ストレスで大変

です。けれどもたぶん本当は、多くの人々の支えと協力があるのでしょう。そしてその背後に

は、目には見えない神様のお支えとお導きがあるのでしょう。 

	
 先日、教会の集まりの講演会で、カトリック教会の神父さんがお話くださいました。その方

は、「教会はもっと、家族のような暖かい交わりを広げていかなければならない」という考え

の基、数名から数十名のグループを、いくつも作って来られたのだそうです。まず、一緒にご

飯を食べ、語り合い、そこから多くの人が仲良くなり、元気になっておられるそうです。 

人間にとって孤独は辛いものです。人間は支え合って生きているものです。お互い支え合って

いきたいものです。そのような交わりの中で、神様がきっと私たちを支えてくださいます。 
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 おたんじょうび	
 おめでとう	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ２２日	
 	
 	
 やまね	
 まえちゃん	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 ＊１０月から新しいお友だちが入会されます	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 藤本	
 櫂吏（かいり）くん	
 	
 	
 	
 ２０１５年	
 	
 ８月２１日生まれ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 平島	
 侑華（ゆうか）ちゃん	
 	
 	
 ２０１６年１０月２５日生まれ	
 

	
 

＜生活指導＞	
 

◎	
 秋の自然を見つけてみましょう。	
 

綺麗な葉っぱ、かわいい木の実、面白い形の雲、お山の色の変化等々、気づいて、触って、感

じて、楽しんでみましょう。	
 

◎	
 初めての運動会、楽しんで過ごしましょう。	
 

子ども達の毎日の生活の中で、体を動かす経験をすること、またなかなか経験できないことの

内容を把握して、お家でも様々な動き、動かし方の経験ができる機会を持ってみましょう。	
 

◎	
 体調を気遣いましょう。	
 

・昼夜の気温の差を対応できるよう、こまめに衣服の調節を致しましょう。	
 

（ことばをかけながら、本人にも気づかせましょう。）	
 

・上着は保護者が持ち帰らず、子供にお預け下さい。	
 

（自分の物である認識＝大切にする	
 	
 たたむ事で整理整頓の良い癖を）	
 

	
 

＜担任から＞	
 

	
 	
 暑かった日々も一段落。朝夕はめっきり涼しくなり日の暮れる早さに秋の訪れを感じるよ

うになりました。新しいお友達を２名迎えてスタートした２学期、運動会に向けてプレプレク

ラスの子供達も「よ～いどん！！」「がんばれ、がんばれ～！！」と毎日お部屋の中で、お庭

で、屋上で楽しみながら走ったり、跳んだり、色々な事をして『運動会ごっこ』を楽しんでい

ます。	
 

屋上ではフープを使って転がしたり、回したり、並べてその中を跳んだりそれは	
 それは楽し

そうに遊んでいました。ある日ボールいっぱいころがして部屋中ボールと一緒にころげまわっ

たりもしました。また笛の音に合わせて「ピッピッ	
 １、２、１、２・・・」と走り出すと皆

あとからついてきて、上手に並んで走ることも出来ました。	
 

	
 身体を動かして遊ぶのが大好きな子供達です。お家でもぜひ秋のきもちよい青空の下、たく

さん身体を動かして親子で遊んでみて下さい。楽しいですよ。そして運動会、お楽しみに！！	
 


